
第８回

•ステップ応答によるシステム同定



ステップ応答によるシステム同定
1. 安定性の判別

a. 収束 安定(全極の実部が負)

b. 発散 不安定(実部が正の極が存在)
2. 無駄時間の決定

3. 安定の場合

a. 構造（一次系？二次系？零点が存在？）決定

b. 係数（時定数、減衰係数、極、零点、など）決定

4. 不安定の場合

a. フィードバック安定化したシステムを決定

b. 元のシステムを決定
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ステップ応答による安定性判別
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無駄時間要素の存在判別

無駄時間なし 無駄時間あり
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フィードバック安定化による同定
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演習：ステップ応答によるシステム同定

① ファイルのダウンロード
「systems09.jar」と「System?.jamox」を入手

② クラスパスの設定
次ページ以降を参考にクラスパスを設定

1.System1～System10のうち5個のシステム

の伝達関数を求めよ。ただし、導出過程を示
すこと。また、対象システムと求めた伝達関
数のステップ応答が一致することを確認せよ。



クラスパスの設定(1/4)

①「設定」選択



クラスパスの設定(2/4)

②「クラスパス」選択

③「Jarファイル」選択

④「新規」選択



クラスパスの設定(3/4)

⑤「systems.jar」選択

⑥「開く」選択



クラスパスの設定(4/4)

⑦指定ファイルを確認

⑧「ＯＫ」選択
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